北海道議会議員選挙帯広市区における候補者公募要項

　人口減少・少子高齢化や防災減災、物価高騰対策など迅速かつ効果的な対策が求められている。
我が選挙区の北海道議会議員は、有権者や各種団体の声を受け止め、道政の場で議論を尽くし、地域に根ざした政策を展開していく重要な職責を果たさなくてはならない。
このため、来たる北海道議会議員選挙帯広市区において、北海道民の繁栄、十勝地域の持続的発展を真に願い、豊かな見識と力強い行動力、揺るがぬ信念を持った気鋭の人材を下記により公募する。

記
１　申込期間
　 令和8年10月13日(火)10時～令和8年11月4日(水）17時（郵送または持参　郵送の場合は当日消印有効）

２　対象者
　　・日本国籍を有する満25歳以上の方。応募時の党籍の有無は問いません。
　　・自薦・他薦は問いませんが、北海道帯広市にゆかりのあるもの。

３　提出書類
1 申請書（指定）
2 経歴書（指定）
3 戸籍謄本
4 卒業証明書
5 誓約書（指定）
6 他薦の場合は、その推薦理由と本人の承諾書（指定）
※新規入党も可とする。その場合は入党申込書と党費を１１月４日までに提出すること

４　審査基準
1 自由民主党を愛し、21世紀の政治を考え活動できる方
2 有権者の熱い支援を得られる、広い見識を持ち人格にも優れた方
3 果敢な行動力とその将来に大きな期待を持てる気鋭の方

５　選考方法
候補者選考委員会を設置の上、自由民主党北海道第11選挙区支部、自由民主党北海道支部連合会と連携し公正かつ厳正に選考する。

６　選考委員
　　自由民主党帯広支部役員のうち、支部長、幹事長、総務会長、政務調査会長、組織委員長、財政委員長、広報委員
長、選挙対策委員長、党紀委員長、事務局長（兼任を認める）、および自民党員有識者若干名とし10名とする。

７　候補者の責務
1 候補者に選任された後は、北海道議会議員候補予定者として自覚し、道連・地域支部の行う諸行事に積極的に参加し、連携を深めるとともに、情勢の把握に努め、選挙態勢の確立に自ら務める。
2 選挙、後援会活動等及び上記にかかわるすべての費用、組織運営等については、本人負担を原則とする。

８　情報公開
　　応募をされた方に関しては、自由民主党帯広支部の判断で情報を公開しますので、ご了承願います。

９　指定書類請求先および応募書類提出先
　　自由民主党帯広支部事務所
　　〒０８０－０８０２
北海道帯広市東2条南13丁目18番地まるせん第１ハイム１F
　　TEL　０１５５－２２－５１３３　　　FAX　０１５５－２３－１９６７
